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国
宝
高
山
寺
石
水
院
部
材
の
年
輪
年
代
測
定

光
　
谷
　
拓
　
実

　

国
宝
高
山
寺
石
水
院
は
、
平
成
二
十
年
二
月
一
日
か
ら
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

に
か
け
て
、
屋
根
葺
替
と
部
分
修
理
と
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
建
物
部

材
の
年
輪
年
代
法
に
よ
る
年
代
測
定
を
実
施
し
た
。

調
査
部
材
と
方
法

　

修
理
現
場
で
は
、
ヒ
ノ
キ
材
で
し
か
も
年
輪
数
が
お
よ
そ
一
〇
〇
層
以
上
あ
る
と

思
わ
れ
る
部
材
を
選
定
し
た
。
調
査
対
象
部
材
の
一
覧
は
、
表

－

1
に
示
し
た
。

　

年
輪
幅
の
計
測
は
、
高
精
細
な
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
年
輪
画

像
を
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力
し
た
も
の
（
Ａ
4
サ
イ
ズ
）
か
ら
専
用
の
年
輪
読

取
器
を
用
い
て
、
十
ミ
ク
ロ
ン
単
位
ま
で
読
み
取
っ
た
。
ま
た
、
寺
に
保
存
さ
れ
て

い
た
庇
巻
斗
へ
四
の
計
測
は
、
年
輪
読
取
器
を
使
っ
て
直
接
読
み
取
っ
た
。

　

年
代
を
割
り
出
す
際
に
使
用
す
る
基
準
パ
タ
ー
ン
（
こ
れ
を
暦
年
標
準
パ
タ
ー
ン

と
い
う
）
は
、
京
都
府
下
の
遺
跡
出
土
木
材
と
広
島
県
下
の
遺
跡
出
土
木
材
の
年
輪

デ
ー
タ
を
使
っ
て
作
成
し
た
八
一
一
年
分
（
五
一
二
年
～
一
三
二
二
年
）
を
使
用
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
年
輪
パ
タ
ー
ン
の
照
合
は
、
相
互
相
関
分
析
手
法
に
よ
っ

た①
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
検
出
し
た
照
合
位
置
で
の
ｔ
検
定
に
よ
る
ｔ
値
は
、
表

－

1

に
示
し
た
（
普
通
、
照
合
成
立
時
の
最
大
ｔ
値
は
、
一
応
の
目
安
と
し
て
ｔ

≦

五
・

〇
前
後
以
上
を
設
定
し
て
い
る
が
、
ｔ
値
が
五
・
〇
以
下
で
も
照
合
が
成
立
す
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
こ
の
設
定
限
り
で
は
な
い
）。
こ
の
場
合
、

ｔ
値
の
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
、
暦
年
標
準
パ
タ
ー
ン
と
部
材
の
年
輪
パ
タ
ー
ン
と
の

類
似
度
が
高
い
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
部
材
の
残
存
最
外
年
輪
の
年
代
（
こ
れ
を
年

輪
年
代
と
い
う
）
を
確
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
検
出
し
た
照
合

位
置
で
相
方
の
年
輪
パ
タ
ー
ン
グ
ラ
フ
を
重
ね
合
わ
せ
、
必
ず
目
視
で
年
輪
パ
タ
ー

ン
の
一
致
状
況
を
詳
細
に
確
認
し
、
問
題
な
く
同
調
し
て
い
る
こ
と
が
断
定
で
き
て

か
ら
、
そ
の
正
否
を
下
す
こ
と
と
し
た
。

結
果

　

調
査
対
象
部
材
は
総
数
二
十
点
を
選
び
、
年
輪
撮
影
は
部
材
の
柾
目
面
が
明
瞭
に

見
え
る
箇
所
で
お
こ
な
っ
た
。
部
材
の
な
か
で
、
年
輪
数
が
二
〇
〇
層
を
越
え
る
も

の
は
№
1
の
二
六
三
層
と
№
3
の
二
九
三
層
の
二
点
だ
け
で
、
あ
と
は
一
〇
〇
層
前

後
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
計
測
年
輪
数
と
部
材
一
点
ご
と
の
年
輪
の
パ
タ
ー
ン
の
照

合
結
果
は
表

－

1
に
示
し
た
。

　

対
象
部
材
二
十
点
の
な
か
で
、
年
輪
年
代
が
判
明
し
た
の
は
、
十
七
点
で
あ
っ
た
。
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こ
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
重
要
な
年
代
情
報
と
な
る
形
状
の
も
の
は
、
部
材
の
一
部

に
で
も
樹
皮
を
剥
い
だ
だ
け
の
形
状
を
と
ど
め
た
も
の
に
限
ら
れ
る
が
、
今
回
の
対

象
部
材
の
な
か
に
は
一
点
も
な
か
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
対
象
部
材
二
十
点
の
な
か
で
、

心
材
の
外
周
部
に
あ
る
辺
材
が
一
部
で
も
残
存
し
て
い
た
も
の
は
、
№
10
（
一
・
五

㎝
）、
№
15
（
一
・
五
㎝
）、
№
20
（
一
・
八
㎝
）
の
三
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

辺
材
が
一
部
で
も
残
存
し
て
い
る
形
状
の
も
の
を
便
宜
的
に
辺
材
型
と
い
う
。
辺
材

型
の
部
材
か
ら
得
ら
れ
る
年
輪
年
代
は
原
木
の
伐
採
年
代
に
近
い
年
代
を
示
す
の
で
、

重
要
な
年
代
情
報
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
辺
材
型
三
点
の
う
ち
№
15
の
年
輪
年
代
、

一
二
三
二
年
＋
α
層
が
伐
採
年
代
に
も
っ
と
も
近
い
年
代
と
い
え
る
。
さ
ら
に
こ
の

部
材
の
伐
採
年
代
を
正
確
に
求
め
る
に
は
、
こ
の
一
二
三
二
年
の
年
輪
の
さ
ら
に
そ

の
外
側
に
何
層
分
あ
っ
た
か
を
加
算
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
そ
の
層
数
を

正
確
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
普
通
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
例
に
と
る
と
、
樹
齢
二

〇
〇
～
三
〇
〇
年
以
上
の
平
均
年
輪
幅
は
、
約
三
・
〇
㎝
で
五
〇
層
～
六
〇
層
の
年

輪
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
例
外
も
多
い
）。
こ
の
こ
と
を
参
考
に
№
15
の
場

合
に
つ
い
て
い
う
と
、
残
存
辺
材
幅
は
一
・
五
㎝
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
外
側
が
一
・

五
㎝
程
度
削
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
削
除
辺
材
幅
の
な
か
に
何

層
分
の
年
輪
が
刻
ま
れ
て
い
た
か
は
、
推
算
し
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
年
輪
年
代

学
の
立
場
か
ら
い
う
と
こ
の
部
材
の
伐
採
年
代
は
、
一
二
三
二
以
降
の
も
の
で
あ
る

と
し
か
い
え
な
い
。

　

石
水
院
の
西
広
縁
（
落
板
敷
）
は
、
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
に
付
加
さ
れ
、
そ

れ
に
伴
っ
て
そ
の
東
の
神
殿
に
な
っ
た
間
に
も
改
造
が
施
さ
れ
た
と
文
献
上
か
ら
考

え
ら
れ
る
の
だ
が
、
右
の
年
輪
年
代
は
こ
の
改
造
と
よ
く
符
合
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
部
材
間
相
互
の
同
材
関
係
の
検
討
で
は
、
二
組
に
お
い
て
そ
の
関
係
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
（
№
8
と
№
9
、
№
17
と
№
18
）。
こ
の
検
討
に
よ
っ
て
、
一

本
の
木
材
か
ら
同
種
の
部
材
を
製
材
、
加
工
し
て
い
た
こ
と
の
一
端
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
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光
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表－1　高山寺石水院の年輪年代調査結果

試料№ 部材名 樹種 年輪数 t値 年輪年代 残存辺材幅 備考

1 庇柱D1～D3 ヒノキ 253＋10 10.5 1210

2 庇柱G1～G2 ヒノキ 170＋1 6.2 1188

3 柱と ヒノキ 293 6.0 1199

4 庇脇板壁FG ヒノキ 135＋6 4.3 964

5 庇脇板壁FG北 ヒノキ 119＋1 4.7 966

6 庇脇板壁DE南 ヒノキ 149 4.7 966

7 庇脇板壁DE北 ヒノキ 91＋1 （8.9） 952 ：庇先板壁DF南

8 庇北扉－南側 ヒノキ 122＋1 － － �
�同材（t＝9.6）
�9 庇北扉－北側 ヒノキ 123 － －

10 庇地長押（F～G） ヒノキ 121 5.8 1230 1.5㎝

11 庇地長押GH2～3 ヒノキ 140＋4 － －

12 広縁長押 ヒノキ 148＋1 11.2 1197

13 舟肘木（広縁東端南） ヒノキ 107＋5 7.9 1071

14 庇巻斗（古材）へ四 ヒノキ 177＋6 6.0 1172

15 庇長押（内側） ヒノキ 140 5.2 1232 1.5㎝

16 庇南扉（内側） ヒノキ 167 8.8 1108

17 庇蟇股西－一 ヒノキ 83 （10.6） 1024 �
�同材（t＝10.6）
�18 庇蟇股西－五 ヒノキ 107 4.7 1075

19 庇巻斗西－二 ヒノキ 120＋1 4.4 1209

20 経蔵南扉上長押 ヒノキ 129 5.1 1218 1.8㎝

図 1　高山寺石水院「年輪年代調査位置図及び平面図」




